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令和 5年度 事業報告書

I、 教育理念、教育方針

1.教育理念

熊本マジスト学園は、高速なるカ トリック精神、およびマジス ト教育修道士会の教育理念

に基づき、「家族的愛」のもと、いかなる時も理性を持つて堅実に思考し、正しく行動する

有為な社会人を育成する。

2.教育方針

校訓「信・望 。愛」の精神に則 り、あらゆる教育活動をとおして人格の陶冶に努めるとと

もに、知的、道徳的、宗教的また社会的に調和のとれた全人格的な人間の形成を目指す。

3.令和 5年度 教育事業重,煮 目標

① 学園教育理念、教育方針の実現

② 知識の習得に止まらず、思考力・判断力・表現力・実践力の向上を目指し、能力や適性

に応じた指導を徹底し、個々の生徒の夢の実現や進路目標達成を全面的に支援する。

③ 多様な啓発的体験学習を推進 し、変化と多様化の時代の中で主体的に生きる個の確立

を促し、未来を切り拓くたくましい想像力と、柔軟な実践力を育む教育の展開を図る。

Ⅱ、決算・財務概要

令和 5年度は、第二次中計の最終年度として中計骨格の実現に向け「教育の質の向上」に取

り組んだ。教育事業については、昨年度から開始した「キャリア教育成果発表会」の定着化を

実現したほか、マリステジア・プログラムについて各プログラムの更なる充実が図れた。

また、学習力向上、指導力向上等について、フィットミーシステムの展開及びアンケー ト分

析強化等で着実に進めたほか、校内デジタル化推進については、校務支援システムの運用を開

始し、校内Wi‐ Fi環境、常設 ICT教室等について更なる充実を図つた。

施設等整備に関しては、ロビーのジニューアルエ事を行つたほか、体育館の大規模改修に着

手し、屋根部及び通路部の補修工事を実施した。また、生徒募集活動についても、地区別説明

会等きめ細かな説明会を数多く実施した結果、以下のとおりとなつた。

[生徒数]

令和 5年度の新入生は、中学校 48名、高等学校 219名で、生徒数は中学校 129名、高

等学校 704名、計833名であった。

1.資金収支計算書

[収入の部]

・学生生徒等納付金収入は、生徒数の増加等により前年度比 1, 057万 円増加し、 5億

2, 183万円となつた。

・補助金収入は、生徒数の増加により、前年度比 5,289万 円増加し、2億 9,511万
円となつた。

・以上により、収入の部合計は 12億 8, 615万円となつた。



[支出の部]

。人件費支出については、教員人件費の増加に加え退職金支出が大幅に増加したため、前年

度比 9, 280万 円増加し、 5億 8, 629万円となつた。

・経費支出については、修繕費が前年度比 940万円減少したものの、新型コロナウイルス

感染症が期初に5類へ移行したことによる学校行事、出張等の回復に加え、電気代高騰によ

る光熱水費の増加等により前年度比229万円増加し、 1億 4, 782万円となつた。

・この他、施設関係支出が 1, 029万 円減少したほか、設備関係支出についても627万
円減少した。

・以上の結果、支出の都合計は 12億 8, 615万円となり、4億 3, 124万円を翌年度

支払資金として繰越した。

2.事業活動収支計算書

[教育活動収支]

・教育活動収入は8億 2,142万 円、教育活動支出は 7億 6,072万 円となり、教育活

動収支差額は6,070万 円となつた。

E教育活動外収支]

・教育活動外収入は567万円、教育活動外支出は33万円となり、経常収支差額は6,6
05万円となつた。

[特別収支、基本金組入額等]

・特別収入は 1,028万 円、特別支出は272万 円となり、基本金組入前当年度収支差額

は 7, 361万 円となった。

・基本金組入額は 1, 986万 円となり、当年度収支差額は5, 375万円となつた。

。この結果、翌年度繰越収支差額は△ 14億 1, 605万 円となつた。

3.貸借対照表

[資産の部]

・固定資産は建物の減価償却等により前年度比 1,047万 円減少し、17億 4,544万
円、流動資産は現金預金の増加等により前年度比 1億 298万円増加し、5億 76万円と

なり、資産の部合計は22億 4,620万 円となつた。

[負債・純資産の部]

・固定負債は長期借入金減少等の要因により前年度比997万円減少し7,852万 円、流

動負債は短期借入金が減少したものの、未払金増加等の要因で前年度比2,887万 円増

加 し1億 4, 615万円となり、負債の都合計は2億 2,467万 円となつた。

・基本金は前年度比 1,986万 円増加し34億 3,758万 円、擦越収支差額は△14億
1,605万 円となり、純資産の都合計は前年度比7, 361万 円増加し20億 2, 15
3万円となつた。

・負債及び純資産の部合計は、22億 4, 620万円となった。



独立触 の壁査報告書

令和6年 6月 10日

学校法人・熊本マンス ト学園

理事会 御中

あゆみ監査法人

福岡県福 岡市

雑 誰 姥 争 生'各 争

鶏

当監査法人は、私立学校振興助成法第14条第頭 の規定に基づく
―

を行うため,平成路察凋番目

付け熊本県告示第196号に基づき、学校法人熊本マジス ト学霞の令lれ5年度 (令和5年4月 1口 から令和倍爵

月31鳳まで)の計算書類、すなわち資金収支計算書 (人件費支出内訳表を含む3)、 事業活動収支計算書、

貸惜対照表 l固定費産明細表、借入金明細表及び基本金明細表を含む。)、 重要な会計方針及びその他の注

記について監査を行つ亀

当監査法人子ま、上記ρ計算書類が.学校法人会計基準          8号 )に準拠して、学校法

人熊本マプスト学国の命和騨騨軍31日 をもつて終了する会計年度の経営の状況及び同日現在の財政状態を

全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

当騒 法人は、我が目において報 tこ公正妥当と認あられる路答の基準に準拠して監査を行つ二亀 肇査

の基準における当監査法人の責任は、「計算書類の酪 における監査人の責任」に記載されている。当監

査法人は、我が国における瑠諜倫理に関する規定に従つて、学校法人から独立しており、また、監査人と

してのその他の倫理上の費任を果たしている。

当駿 法人と工 意見表現の基礎となる―卜分拷嘘 切な監査証拠を入手したと判断していると

その他の訂識内容

その他の記載内容は、平泌 年2月 26日付け熊本県告示第196号に基づく貸借対照表、収支計算書ヽその

他の財務計算に関する書類に含まれる情報のうち、計算書類及びその監査報告書以外の情報である。理事

者の責任をま、その他つ語栽内容を作成し開示することにある。また、監事の責任!ま、その他の記載内容の

報告プロセスの整備及び副昭における理事の業務約 状況を監視することにある。

当監査法人の計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は

その他の記識内容に対して意見を表明するものではなし、

計算書類の強蓉における当監査法人の責任は、その他の記栽内容を通読し、通読の】・邑程において、その

他の記載肉容と講弊書類又Fま当綾 法人が監査の過程で縛た知識との問ここ重要な精違があるお与どうか検討

すること、また、そのような重要な相違以外にそ
の他の講鞠博騨こ重要な課りの兆候があるかどうか注意

を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、そ

の事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はなし、

代 表 社 員

業務執行社員



謝』聞副環に対する鞭 び踏薄W〕責,置

理事者の責任は、学校法人会計基準 (昭和46年文部省令第18‐移)をこ準拠■て計算書類を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又燃課謬とこよる重要な虚儀表示のない計算書類を作成し適正に表示す

るために理諄者が必要と率1断した内部続制を整脩及び理用することが含まれる。

鶴 を作成するに当たり、理事者は、静】〔―
の前提に基づき計算書類を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、継続法人に関する事項を記栽する必要があると判断した場合には、当― を記載

する。

監事の難 は、学校法人の財務報告プ喜セスの整備及び潮聯こおける理事つ業務載締の状況を離 する

ことにある。

諄 調 韓 における―
の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類に不正又は譲謬による重要

な虚鶴表示がないかどう力翌こつ彰`て合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場かち計第書類帝こ

対する意見を表明することにある。虚偽表示は、
‐
不正又は譲謬により発.生する可能性があり、個別に又は

集計すると、計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると

判断される。

監査人は、我が国において下般に公正妥当と認々られる監査の基準に従つて、監査の過秘を通じて、職

葉釣専路家として霊)‐
J狩
!断を行を、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 不正Xlま評 による      リスクを調 lJし、評価するとまた、重要な虚偽表示ンスクに対

応した監査手続滋立案し、実施する。監査手続の選択及こ鼈 用!は監査人の判断による。さらに、意見

表明あ基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類,藍査の目白旬とよ ぬ都鰯 この― について意見表明するためのものではな|ヽが、監査人

は、ジスク評価の実施に際して、秩税亀応した産第な監査手続を立案するたF)に、驚査そこB尋連する内

鋼 を紺 る。            i
・ 理零 が採用した会計方針及びその適用方法の歯切性、並びに理事者にようて行われた会計上の見

積りの合理性及び関連する浅記事項の妥当性を評価する。

・ 理尊著が継続法人を読提として計算書類を―
ることが蓮切である力1ど うねヽ 事た、入手じ理監

査証拠に基づき、継続法人の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に醍して重要な不確

実性が認められるかどうか結論付ける。継続法人の前提に関する注記が付されている場合は、監査報

告書において計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要テF秤1察性に関する計算書類の注

拗 靱 てない場合は、計算書類に対して螂 見を表明することが求められている。監

査沐の結論は、監査筆告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、        により、

学校法人は継統法人として存続できなくなる可能性がある。

け 計算書類の表示及び注記事項が、学校法人会計基準 (昭不口46年文部省令第18号)に準拠しているか

'ど
うかとともに、日尋連する連記事項を含めた計算書類の表示、構成及び内容、並びに計算書類が基礎

となる取BIや会計事象を適IEに表示しているかどうかを評価する。

隷 子よ 蜜事に対して、謳 し抑 とそ拗 、雛 の攀 翻 ↓した蜘 の

重要な不備を含む監杏 卜の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告

を行う。

奉よ―
学校法入と当監査法人又は業務執行社員との間には、公謡会計上法の規定により記載すべき利害関係は

なし、
以  上



学校法人 熊本マリス ト学園

理 事 会 御中

(評議員会  御中)

監 査 報 告 書

箋事

監事

令和 6年 5月 16日

学校法人 熊本マ ジス ト学囲

査i轟
‐

≫浄

｀

ゞ轟
・モ苺

t静

1移 籍
―

i l

私たちは、私立学校法第 37条第 3項に基づいて学校法人熊本マヅス ト学園の令和 5年

度 (令和 5年 4月 1日 から令和 6年 3月 31日 まで)における財産目録及び計算書類 (資

金収支計算書、事業活動収支計算書、貸借紺躍表)を含め、学校法人の業務若 しくtま財産

の状況Xは理事の業務執行の状況についで監査を行いました。

監査の結果、同学園の令和 6年 3月 31日 現在の財産目録及び計算書類を含め、学校法

人の業務若しくは財産の状況又は理事の業務執行の状況に関し、不正の行為又は法令若じ

くは等踏行為に達反する重大な事実のないことを認めます。

,   以 上



資 金 収 支 計 算 書
令和 5年 4月  1日
令和 6年 3月 31日

から

まで

(単位 :千円)

収入の部

科   目 予 算 決 算 差  異

学生生徒等納付金収入 514,716 521,831 △ 7,115

手数料収入 9,620 8,441 1,179

寄付金収入 100 100 0

補助金収入 298,651 295,113 3,537

国庫補助金収入 6,451 5,128 1,323

熊本県補助金収入 290,000 287,725 2,274

熊本市補助金収入 2,200 2,260 △60

資産売却収入 62,042 52,042 9,999

付随事業・収益事業収入 0 0 0

受取利息・配当金収入 5,000 5,672 △672

雑収入 76,447 76,098 348

借入金等収入 0 0 0

前受金収入 48,260 34,480 13,780

その他収入 12,509 14,369 △ 1,860

資金収入調整勘定 △87,248 △ 108,107 20,859

前年度繰越支払資金 386,112 386,112

収入の部合計 1,326,209 1,286,153 40,056

※単位未満切り捨て

-1-



(単位 :千円)

支出の部

科   日 予 算 決 算 差 異

人件費支出 534,097 586,239 △ 2,192

経費支出 167,561 147,816 19,744

借入金等利息支出 326 325 0

借入金等返済支出 37,490 37,490 0

施設関係支出 4,500 2,884 1,615

設備関係支出 26,400 24,666 1,733

資産運用支出 114,170 114,168 1

その他支出 12,516 12,509 7,142

資金支出調整勘定 △ 53,763 △ 71,234 17,471

翌年度繰越支払資金 431,232 431,237 △ 4

支出の部合計 1,326,209 1,286,153 40,056

※単位未満切 り捨て

-2-



事業活動収支計算書
令和 5年 4月  1日
令和 6年 3月 31日

から

まで

(単位 :千円)

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の

部

科   目 予 算 決 算 差 異

学生生徒等納付金 514,716 521,831 △ 7,115

手数料 9,620 8,441 1,179

寄付金 100 100 0

経常費等補助金 293,380 289,842 3,537

国庫補助金 1 130 1,180 0

熊本県補助金 290,000 286,402 3,597

熊本市補助金 2,200 2,260 △60

付随事業収入 0 0 0

雑収入 18,399 1,203 17,195

教育活動収入計 836,215 821,418 14,796

※単位未満切 り捨て

-3-



(単位 :千料)

教
育
活
動
収
支

科  目 予 算 決 算 差  異

人件費 526,549 511,302 15,246

経費 269,161 249,416 19,744

徴収不能等 0 0 0

教育活動支出計 795,710 760,718 34,991

教育活動収支差額 40,504 60,699 ∠ゝ20,195

※単位未満切り捨て

-4-



(単位 :千円)

事
業
活
動
収
入
の

部

科   目

受取利息・配当金

そめ他の教育活動外収入

教
育
活
動
外
収
支

教育活動外収入計

事
業
活
動
支
出
の

部

科   目

借入金等利息

その他の教育活動外支出

教育活動外支出計

教育活動外収支差額

予 算 決 算 差  異

5,000 5,672 △672

0 0 0

5,000 5,672 △ 672

予 算 決 算 差 異

326 325 0

0 0 0

326 325 0

4,673 5,346 △673

経常収支差額 、45,178 66,016 △20,868

※単位未満切 り捨て

-5-



事
業
活
動
収
入
の
部

科   目

資産売却差額

その他の特別収入

特別収入計
特
月じ
収
支

事
業
活
動
支
出
の
部

科   日

資産処分差額

その他の特別支出

特別支出計

特別収支差額

予 算 決 算 差 異

4,133 4,133 △ 0

6,071 6,149 △78

10,204 10,232 △78

予 算 決 算 差 異

2,716 2,715 0

0 0 0

2,716 2,715 0

7, 487 7,666 △ 78

基本金組入前当年度収支差額 57,352 73,613 △ 16,260

基本金組入額合計 △20,000 △ 19,863 △ 136

当年度収支差額 37,352 53,749 △ 16,396

前年度繰越収支差額 △1,46釘 798 △1,46町 798 0

基本金取崩額 0 0 0

翌年度繰越収支差額 △ 1,432,446 △ 1,416,049 △ 16,396

(単位 :千円)

(参考)

事業活動収入計 851,419 837,373 14,045

事業活動支出計 794,066 763,760 30,306

※単位未満切 り捨て
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貸借姑照表
令和 6年 3月 31日

(単位 :千円)

資産の部

科   目 本年度末 前年度末 増減

固定資産 1,745,438 1,755,903 △ 10,465

流動資産 500,759 397,783 102,976

資産の部合計 2,246,197 2,153,687 92,510

負債の部

科   目 本年度末 前年度末 増減

固定負債 78,519 88,487 △9,968

流動負債 146,148 117,283 28,865

負債の都合計 224,668 205,770 18,897

純資産の部

科   目 本年度末 前年度末 増減

基本金 3,437,578 3,417,715 19,863

第 1号基本金 3,384,578 3,364,715 19,863

第 4号基本金 53,000 53 000 0

繰越収支差額 △ 1,416,049 △ 1,469,798 53,749

純資産の都合計 2,021,529 1,947,916 73,613

負債及び純資産の都合計 2,246,197 2,153,687 92,510

※単位未満切 り捨て
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財 産 目 録
令和 6年 3月 31日

(単位 :千円)

資産の部

科  目 摘  要 金  額

基本財産計 1,185,902

土地 110,159

建物 898,435

構築物 24,175

教育研究用機器備品 46,086

管理用機器備品 15,166

図書 91,629

電話加入権 249

運用財産計 1,060,295

特定資産 559,535

現金預金 431,237

未収入金 69,522

資 産 合 計 2,246,197

負債の部

科   目 摘  要 金  額

長メ謝借入金 69,930

退職給与引当金 8,589

長期未払金 0

短期借入金 9,990

未払金 71,236

前受金 34,480

預 り金 30,442

負 償 合 計 224,668

差 引 正 味 財 産 2,021,529

-8-

※単位未満切 り捨て


